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1． は じめに

　土器 の
14c

年代測定 の 多 くは、付着炭化物の
”
すす

”
や
”
お こ げ

”
な どが使用 されて きた （K ・1ic，1995

，

Nakamura 　et　aL
，
2001

， 小田 ・山本，2001，今村 ら，2004）。こ の ような土器の 外表面の 付着炭化物を用

い た場合 には、燃料に 用 い られ た樹木の 樹齢に よる 、
い わ ゆ る

”
old 　wood 　effecC

’
が懸念 され る．また 、

土器 内面の付着炭化物 を用 い る場合は 、 海産資源 由来の食 物残渣による海洋 リザーバ ー効果の 影響な ど

を考慮する必要がある。こ れに 対し 、 吉田 ら （Yoshida　et　al，
　2002）は 、繊維土器 な ど土器製作時 に封入 され

た炭化物 を試料 に用 い
、 直接土器 作成年代 が得 られ る こ とを示 し た。

　著者 らは、昨年度の 報告書 （三 原 ら
，
2003a）におい て 、 土器 内部 に土 器製作時の 炭素を含有 する フ ィ

リピ ンの黒色土器および繊維土器 を研究対象と し 、 そ の 前処理法 を検討 し、 それ らの 炭素含有量の 測定

をおこな っ た．その 結果 、 炭素含有率の高い 試料に関 して は 、 年代測定試料として用い る こ とがで きる

こ とを示 した。

2． 土器試料の 前処理 と年代測定

　
1℃ 年代測定 をお こ な っ た試料は 、昨年 の報告 書で 使 用 した試料 （三原 ら ， 2003a）の うち、炭素含有率 の

高か っ たフ ィリピン
、 カガヤ ン 州の プロ 貝塚群の Bangag　I貝塚 で 採 取 した 黒色土器片 2 点、埼玉 県妙音寺洞穴

遺跡 出土の 繊維土器片 5 点で ある（表 1）。

　試料は 0．1N の HCI 水溶液および NaOH 水溶液を用 い て 酸一
アル カリ

ー酸 （AAA ）処理 をお こ なっ た の ち、乾燥

させ 、酸化銅、銀線 ととも に真空 ラ イ ン を用 い て バ イ コ
ー

ル管 に封入 した 。 こ れを電気炉を用 い て 850℃

で 4 時間加熱 した後、生 じた気体 を、真空ラ イ ンを用 い て液体窒素、液体窒素一エ タノ ー
ルお よび ペ ン タ

ン を冷媒 として精製 をお こ な っ た．得 られた CO2 試料を、水素還元法 （Kitagawa 　et 　aL ，1993）に よリグラ

フ ァ イ ト化 をおこ ない 、プ レ ス機 を用い て グラ フ ァ イ トターゲ ッ トを作成 した，こ の グ ラ フ ァ イ トターゲ

ッ ト試料は、名古屋大学年代測定 総合研究セ ンターにおい て タンデ トロ ン加速器質量分析計 （Model −4130

AMS
，
　HVEE ）を用い て

1
℃ 年代測定 がおこ なわ れた （Nakamura 　et　al．

，
2000）。

14C
濃度の標準試料 として

NBs シ ュ ウ酸 （Hox 　II）を用 い た 。

14c
年代 は、　 Libbyの 半減期 5568 年 を用い て算出 され、測定誤差は

14C
の 総計数に基づ く統計誤差で あ り、±1σ で 示されて い る。 得 られた

14C
年代 を、コ ンピ ュ

ータ ・プ ロ

グ ラム CALIB 　4．3 （Stuiver・et・al．
，
1998 ）を用い 、暦年代 （±2σ ）に較正 した 。
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3． 土 器試料の
1
℃ 年代

　測定した土器片試 料の炭素含有率および
14C

年代を表 1 に 示 す 。

　1 フ ィ リピンの 黒色土 器

　　
14C

年代測定試料は 、フ ィ リピ ン、ル ソ ン島の北東部 を南北 に流れ る Cagayan 河下流域に広が る

Lal−lo貝塚群 （小川 2000，2002）の うち、河岸段丘上に位置する Bangag　I貝塚 （Tanaka，
1999）か ら出土

した有文黒色土器 （the　Black　Pottery　1）に分類される土器片である。こ れまで の 研究におい て 、 ラ ロ貝塚群で

は 、 無文黒色土器期の年代が 1800〜1000　cal　BP 、 赤色土器期の年代が 3000　cal 　BP 以前 とい う年代値が

得 られて い る （三原ら，2002）。

　
14C

年代測定され た 2 つ の 土器片の 炭素含有率は O．23％お よび 0．31％であり、年代値 は 2170±30　BP

（2310〜 2095　cal 　BP ）お よび 2290±30　BP （2350 〜 2180　cal　BP）であっ た （図 1）。 今 回測定 をお こ な っ

た 2 試料 は、赤色 土器期 と無文黒色土器期の 中間 に位置する有文黒色土 器 期に属す る土器片で あ り、

年代的 に も矛盾 の ない 値 で あ っ た 。

　II埼玉県妙音寺洞穴遺跡の 繊維土器

　
1
℃ 年代 測定 され た試料は、妙音寺洞 穴遺跡か ら出土した縄文早 期〜前期に属する 5 点の繊維土器で ある。

妙音寺洞穴遺跡は 、埼玉 県秩父郡 の 内陸部 にあ る縄文時代の包含層 を含む遺跡で あ り、縄文早期に属す

る人骨が 良好な保存状態で 出土 した （埼玉 県埋 蔵文化財調査事業団，1999）。 今回測定 した土器 試料は人

骨の 下層 か ら出土 した田戸下層式土器片 1 点 、 上層か ら出土 した形式不 明の条痕文系土器片 1 点、関山

式土器片 1 点、黒浜期土器片 2 点で ある 。 また t 器試料と同時に人骨の測定 もすでにおこ なわれて お り、

8800BP （10050 〜 9600 　cal 　BP ）とい う年代 が得 られ てい る （三原 ら，2003b）。

　土器試料の 炭素含有率は 0，21％ 〜 0．77％ の 範囲を示し、年代は 、 田 戸下層式土器片は 8660±45BP （9770

〜 9535cal 　BP ）、形式不明の条痕文系土器片は 7855 ±45　BP （8780〜8540　cal　BP ）、関山式土器片は 7220

± 40BP （8110〜 7940　cal　BP）、黒浜式土器片は 7540 ±45　BP （8405 〜 8205　cal　BP）および 6540±45　BP （7560

〜 7330 　cal 　BP ）で あ っ た （図 2）。 得られた年代値はは土器編年 と一致 した値を示 した 。 またこ れ らの 土

器年代 と比較する と、人骨の 年代は田戸下層式 と同時期かやや新 しい 時期に位置する と考え られ る 。

4． 考察

　今回測定した2 点の フ ィリピン 、ラロ 貝塚出土 土器は無文黒 色土器期に属して い るが、こ の 時期の年代値はま

だ得られておらず 、こ の 2 点の 年代 が最初の 測定例となる。 今後黒色土器を試料とした直接の年代測定による

作成年代 の 決定はより詳細な編年 の設定に役立 つ と考えられる。

　繊維土器の 年代測定 に関 して は 、縄文早期の年代が、出土遺物や年代測定の例が少な い ため、本研究 で

用 い た試料などを用 い て 土器作成 時の年代を得るこ とは重要であると期待される。

　また前処理法に つ い て は 、現在 AAA 処理 に用 い る NaOH 溶液の 濃度を 0．1N に設定 して い るが、こ の 濃度

で も脆くなっ て い る試料 には強すぎる危 険性がある。今後、脆い 試料か らも十分量 の 炭素を回収 するため、

NaOH 溶液の 濃度をできるだけ O．IN 以下に下 げて処理をおこなうことも改善策として考えられる。
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先 鉄 器 時代　　　　／　　鉄 器 時 代
Pre −lron　Age　　　　　　 ！

〆
　 　 　 　 　 　 3000

〆 Iron　Age
　 　 　 2000

　 　 　 f

　　 ！ 陶磁 器 時 代

　 ノ 　　 CeramicAge
l〔，（fo　 　　 　 　　 　　 BP

BC 　　　　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　　　　　　 0 　　　　　　　　　　　　 1000 　　　　　　　　　　 AD　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　 　 　 　 O］PO ］3：2176 ：ヒ30　BP

　 　 　 　 OIPO14 ：2290± 30BP 　　 　　　 　 ：　　　 　　　　　 　　 ．　 she旺 mlddens

　　　　　　　　　l　　 …　 メ ＿ ，
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AMS  C  dating using  organic  carbon  in pottery

Shozo MIHARAi),  Hidefumi OGAWA2),  [Ibiji KUROSAKAS)  Toshio NAKAMURA4)  and  Hiroko  KOIKEi)
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  About AMS  dating for pottery samplcs,  we  rcported  that hard samples  provided  enough  caTbon  foT dating

on  last annual  report,  This study  we  analyzed  
i4C

 ages  for those hard samples,

 Organic materials  sealed  in the pottery when  the pottery was  formed will  give the age  when  the pottery

was  manufuctured,  Pottery samples  wcre  ground and  treated with  AAA  (acidalkali-ecid) to femeve  humic

and  fluvic soil  acids.

 
i4C

 ages  for the black pottery from the Philippines and  fiber pottery from Japan; both contain  organic

carbon  from grass inside. Carbon  contents  depend on  preservation condition  of the pottery samp]es,  and  we

succeeded  in obtaining  reasonable  
i4C

 ages  using  well-preserved  samples.  The ages  of  two  pottery samples

were  from 2350  cal  BP  to 2095  cal  BP, which  showed  that they aTe  bclonging to the Black Pottery I phase.

The  ages  of  five fiber poitery samples  showed  serially  matched  with  archaeological  chronology.
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